
学 習 指 導 案(略 案)



算数科学習指導案(略案)
平　成　23　年　2　月　4　日(金)　2校時

/｣や暫購1 〟 2年グループ　男子3人　女子3人　計6人

場　　所　　小　学　部　　1　組　教　室

指　導　者　白土　暢之㈹　　野間口　裕子㈲

1　頼材　｢くらべてあそばう｣

2　本時の実際(10/18)

(1)全体目標
0　3個以上の具体物や半具体物を直感的に比較し,物の大きさの違いを基準として並べる操作

を通して, ｢一番大きい｣ ｢一番小さい｣と表現することができる｡

(2)個人目標
児童 侘)ﾉmｩUr��
A児 ｳ8ﾌ(,ﾉZﾊ儂H-x,BﾉX*ｸ+8,ﾈ*(,亢9WH*ｸMH,兔-x+ﾘ.なｻ8踪,ﾉJﾙn"��������

(1年,男) ｨ*h,Bﾊ)X*ｸ*"淫ﾈ+8*",iUﾈﾋｸ+X+ﾘ.な訷,h,,I+x.,b��������������
ができる○ 

C児 8ﾌ(,ﾉZﾊ儂H-x,BﾉX*ｸ+8,ﾈ*(,亢9WH*ｸMH,兔-x+ﾘ.づ(ﾌ(,ﾉZ���������
(1年,女) z)X*ｸ*"淫ﾈ+8*"兒/訷,h,,Iﾈ5h987ｸ8ｸ4ｨｸ6)yX.YUﾂ���������������

現することができる○ 
D児 8ﾌ(,ﾉZﾊ儂H-x,BﾉX抦,ﾈMH,兔-x+ﾘ.な5h987ｸ8ｸ4ｨｸ6訷ｧﾈ*�����������

(2年,男) X,Bﾊ(自MIX*ｸ*"淫ﾈ+8*"兒/輾+8+X+ﾘ.なﾋ靜ｨ嶌+X+ﾘ.x.,b���������
ができるo 

B児 8ﾌ(決8,ﾉZﾊ儂H-x+ﾘ.な,ｸﾘx.ﾘ+ﾘ.X,INHｧ(+XMH,兔-x+ﾘ.つ����������

(1年,男) 自MIX*ｸ*"淫ﾈ+8*"兒/ﾈ輾+8+X,YH+,h*ｨ,X*ｸ.ｲ���������
E児 8ﾌ(決8,ﾉZﾊ儂H-x+ﾘ.な,ｸﾘx.ﾘ+ﾘ.X,INHｧ(+Rﾊ(自MIX*ｸ*"淫ﾂ���������

(2年,女) 8*",hﾋ駢H,YUﾈﾋｸ+x.,h*ｨ,X*ｸ.薬�����
F児 8ﾌ(決8,ﾉZﾊ儂H-x+ﾘ.な,ｸﾘx.ﾘ+ﾘ.X,INHｧ(+Rﾊ(自MIX*ｸ*"淫ﾂ���������

(2年,女) 8*",hﾋ駢H,YUﾈﾋｸ+x.,h*ｨ,X*ｸ.停�����

に当たって
習活動の概要と授業環境の工
本グループの児轟は,前時までに,具体物を操作する中で,物の中の吊の差異に気付き,物の

大きさを｢大きい｣ ｢小さい｣という用語やシンボルカードを手掛かりに判断したり,表現した
りすることができるようになってきている｡また,学習活動の中で, 3個以上の物を使っての比
較にも取り組み,吊を相対的にとらえたり, 3個以上の物を系列化し, ｢一番大きい(小さい)｣
という概念も獲得しつつある子どももいる｡そこで,本時では,前時に使用した教材･教具の数
を増やし,比較することで, 3個の物を系列化したり, ｢一番大きい(小さい)｣という用語に

対する理解を深めたりして, ｢(物の数が変わっても)できた･わかった｣という実感を味わう
ことができるようにしたい｡学習活動では,集団と個別的な学習を効果的に取り入れ,個々の目

ることができるよ
棉,教具とのかかわりについて
集団の場面では,

具体物を操作する機会を多く設定できるようにしたい

大中小の3種類の大きさの家を提示し,同じく大中小の3種類の具体物や半
具体物を用いて,大きさの違いに気付き,家の大きさを手掛かりにしながら,順番に並べること
ができるようにしたい｡その際,児童の実態に応じて,具体物を｢大きい(小さい)｣に分ける
ことができる板(以下,比較板)を用いて,物の大きさを確認できるようにしたい｡

個別的な学習の場面では,児童の実態に応じて,取り扱う半具体物の数を3個から5個の間で
設定し,比較して系列化したり,物の大きさを表現したりすることができるようにしたい｡また,
大きさの差の少ない5個の物を取り扱うことにより,重ねて比べる直接比較のよさを味わうこと

にしたい
人(友達や教師)とのかかわりについて

個別的な学習では,課題の似通った児童でグループ編成を行い,互いの活動の様子が見える座
席配置に脅意し,友達や教師の様子をモデルとしたり,個々の学びに気付いたりすることができ
るようにしたい｡発表場面においては,発表の様子がよく見えるような座席配置にするとともに,
冒
雪面 物を用↓＼た活動の再

自分とのかかわりについて
等を取り入れ,友達の様子に意識を向けることができるようにしたい

比較する活動においては, ｢どれが一番大きい(小さい)か｣を児童が予想し,比較板を用い
たり,重ねたりして結果を確かめたりすることができるようにしたい｡また,自分の行った比較
操作を自分なりの言葉で説明したり,再現したりすることで,友達や教師の称賛を受け, ｢でき
た･わかった｣という実感を味わうことができるようにしたい｡
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主な学習活動
1始 ま りの あ い さつ をす る。

2コ ン コ ン ク シ ャ ン の 歌 遊 び

をす る。

3前 時 までの学習 を想 起 し,
本時の学習 について知 る。
(1)前 時 の学習 を発表す る。
(2)前 時 の活動 を再現す る。

お うちをつ くろ う。(2軒)
(3)本 時 の学習 を知 る.

お うち をつ くっ て く らべ

よ う.(3軒)

43種 類 の家 を作る。
(1)活 動 内容 を確認す る。

・ 大 中小 の家 に大中小 の

人形や大 中小 の家具類(パ
ネル)を 置 く。

(2)み んなで家 を作 る。
① 席 を移 動 し,ゲ ーム の

場所 を整える。
② 一人ず つ封筒 を拾 って

きてパネル を置 く。
③ みんなで確認する。

(3)パ ネ ル の 大 き さを比 べ,
並 べ る。(個 別 的 な学 習)
A児 ・C児 ・D児:CT

B児 ・E児 ・F児:ST

① 席 を移 動 し,道 具 の準
備 をす る。

② それ ぞれの課題 に取 り
組む。
・ 比 較操作 を して,パ
ネル を系列化す る。

・ 「一番 大 きい(小 さ

い)」 を表現す る。
・ パネルの種類 を変 え

た り,取 り扱 う数を変
えた りして,繰 り返 し
取 り組 む。

③ 道具の片付 けを した後,
最初 の座席位置 に戻 る。

5本 時 で 学 習 した こ とを 振 り

返 る。
・ 発 表 す る。
・ 活 動 を再 現す る。
・ 一 番 大 きい(小 さい)

物 を選 ぶ。

6次 時 の予告 を聞 く。
お うち をつ くっ て くらべ よ

う。(4軒)

7終 わ りのあ い さつ をす る。

指導及び支援の手だて
・ 当番の児童が,み んなの前で元気
よくあい さつす るよ うにす る。

・ 歌遊びを通 して,本 題材にかかわ
りのある量に関す る用語 に楽 しく触
れ ることができるよ うにす る。

・ 前時に使用 した教材(絵 本)を 見

た り,活 動 を再現 した りして学習 を
想起で きるよ うに し,「 比べる」 「並
べ る」 「一番 大 きい(小 さい)」 な

ど本時の学習 と結び付 く言葉や身振
りを引き出す よ うにす る。

・ 使用す る教材 ・教具 を提示 し,活
動への意欲 を高 めるよ うにする。

・CTは ,モ デル と して,封 筒 の中に
あるパネル を3枚 取 り出 し,ホ ワイ
トボー ドには り児童 に確認す る。そ
の後,一 枚ずつ家に置いてい く。そ
の際,わ ざ と間違 うよ うに し,「 ち
が う」 「こっ ち」等 の児童 の反応 を
引き出 し,大 き さに着 目できるよ う
にする。

・ 机 の上に家(ホ ワイ トボー ド付き)

を置 き,物 の大き さが児童 か ら確認
しやすい よ うにす る。

・ 比較板 を置 いた机 を設定 し,そ こ
で物 の大 きさを確認す ることができ
るようにす る。

・ 確認す る際には,「一番大 きい(小
さい)」 を言葉や シンボル カー ドを
用いて表現できるよ うにす る。

・ 課題の似通 った児童で グループを

作 り,個 別 的な学習 を行 うよ うにす
る。

・ 教材 ・教具を 自分で準備 し,活 動
に意欲的に参加 できるよ うにす る。

・ 児童 の活動 の様子 を見なが ら,繰
り返 し,活 動に取 り組む ことができ
るようにす る。

・CTの グループでは,個 別的な活動
を中心に支援 し,シ ンボルカー ドや
比較 板等 を用いて,大 きさの順番を
意識 できるよ うにす る。

・STの グループでは
,3個 以上の物

の比較 に取 り組 む ようにする。また,
比較す る際には,児 童 が考える場面
を設定 し,重 ね ると比べ ることがで
きることに気付 くようにす る。

・ 教材 ・教具を片付 け,座 席 を移動
す ることで個別的な学習の終わ りと
振 り返 りを意識で きるよ うにす る。

・ 発表は,グ ループ ごとに挙手や指
名で行 うよ うにす る。

・ 児童 の個人 目標等 に応 じて,活 動
を再現す るこ とや,発 問に答えるこ
とで 「できた こと」「分 かった こと」
を実感 できるよ うにす る。

・ 次時に使用す る教材 ・教具を提示

し,活 動への期待感 を高めるように
す る。

・ 当番の児童が,み んなの前で元気
よ くあい さつす るよ うにす る。

資料 ・準備

ロ へ・ パネ ル

シア タ ー

・ 絵本

・ 家

・ 具体 物
・ 半具 体

物
・ 比較 板

・ シン ボ

ル カー ド

・ 机(4)
・ 家(3)

・ 人形

(3)
・ 家 具 等

のパ ネ ル

(3×6)

・ シ ン ボ

ル カー ド
・ 比較 板

・B児 用

選 択 カー
ド

・ 家

(5)評 価
○3個 以上の具体物や 半具体物 を直感的 に比較 し,物 の大 きさの違 いを基準 として並べ る操作 を

通 して,「 一番大 きい」 「一番小 さい」 と表現す ることができたか。
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